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大蒲渓 蒲渓村’ 蒲渓郷 蒲渓十秦 その他 計 女性 男性
韓A 1 3／1 1／1 5／！ 10 7 3
韓B
韓C 1 1 1／1 1／1 4 2 2
王A 3 2 3／1 8 7 ’1
王B 3／1 2／1 5 3 2
楊 3 1 4 4 O
余 4 1 5 5 O
■周 2 ！ 1 6 6 O
計 1435．O％ 820．O％ 512．5％ 1025．0％ 37．5％ 40 3280．O％ 820．O％
［皿］婚入
韓A 2／1 7／！ 4／1 13 10 3
韓B 2／1 3 1 6 5 1
韓C 3 3 3 O
王A 4／1 2／！ ユ 7 5 2
王B 1 2 3 3 O
楊 3／ユ 1 2 6I 5 1
余 3 2 1／1 6 5 1
周 3 3 3 0
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出身父系 現在の 婚出先 女性側→親族集団 年齢（①） 男性側 男性側の家庭状況
②
1韓　A90以上d藤城郷大岐山 四人兄弟の三男2韓　A78（21） b蒲渓村大寒塞 四人兄弟の四男，父母が12才の時に死
③ 亡，相手は寡婦3王　A73（20代）C 河鰯村溝口 酒 二人兄弟と妹一人の次男，相手は十四才下，子供は長男が王姓，他は母方姓
4王　B 50代 e甘優郷耳甫村 四人兄弟の次男，婚出先は王Bの出身地に「上門」。



























































































































































~~U~~l~~a)~~)~ UC~~i*~~*e ~TbtL~~~ j~~ ~~l~t~ < ~ia)~~L7~nl~7~~~~~*~)~*'."**'"~~~~< ~ et 
C ~ f,_-~()ll ~~;~~~ta) J; ~ f~~~~~..~~C ~ ~~~ LCV* ;~ ~+ ~ ~~) ;~ . 
6. ~i ~E nR 
~tL~~ ~~/~~~*a)~i~~I~)c' .~i~*8~~~);~~~;~a)~･ ~;~~~~~~).7t. ;~tLi~, f=')~~~5Ti~) ~~~~t 
~i~~~ ~l~~()ll~~;~*~~**~'.'~'";~#~~~~~t~) r~~~-F~J ~ ~~~~v>~J~~~+~:-'~=~i~~t ~ ･ f,_-)c'^.+~~~*=~~~~*~{~~~~)4~~9Eec ~ . 
c ~~~~:tL ~c~~I*"~"~~~~~i:~~;~~?~~~+t~~~~~~~*~~7 ~~) r~c'~.+~~~~~~~~+J ~;~~l~c~ .c~･.'~i~~;tL~v>;~~ ~ 
~ R~I ~ ~>~c ~ ~L/t. 
U~+ L)c'~.+~i~~~~~~+~{~~lo)f~~~ ~ v* ~ ~fec~5v*~ i~, )~~~~~~" ~5~~t~cl~)~~ /i~~F~f*- ~ ~~~~;~. ~~~i~ 
7~~~)t~~~~~~i~ r)c･ .~~~+*~'~~~~+J ~~~Jj~i~~t~)~ ~ ~ ~~v>~~~~~;~_~~~~~f, trL;;~)c'~;i~~f~~~i~(7)~~~ 
~~~)~~~O~>~, ,f,'-･~E*~~A~~~~V~~~~~~),f('~t~f~~ ~~~~~ f~~~~~"i~~~~~:*~~f~~~~14.~i~.+~~~~4~;.cv*;~. ~,;~~u)~~~~~l~~ 
~C i~)c'^.+~i~~)~!f~~~~~~~･~c~~~i~ Lc~3 ~ , ~~**~~~)~~~~~)~iL~t-~~_*~L~?~~~~f~~ ~a)~~~~" ~~~fj~~:~),~4~ 
~;~~I~t~~~~~c~:~Ut;~ ~ ~)~l~~);~~~, rLF*,~~~~J ~)~i~IL~~7;~e ~;~ ~tL~ J; 1) e ~~~F~-･.~~)~i~~l~ 
~~ec~~v>~ l~~~~~~;~~:flL~'*.~)c'~.<~i~ ~ ~~.~~~.<~~(7)~~yf~)i~:v**~~'~~~~* ~ ~]~~l ~~~~4.~i~r~~ ~~,~*,~~ft~~l~>~~~ < , tr U;~~~~~~* 
~)~~~, r)c･^.+~i~~~~~~*J ~{~~IP~l~~)f~"~~Jf~4.~~~.+~~~ ~ ~~~f~1~)~~4~~~~*~･~~t~!;ec~~v*c)~~ f~~~:P~~~; ~ ･c 
v>;~ ~ v*~~ ~. 
~f,_-~~#~I~.･'f~*'~~c~~v*c~, ~~r /~~~+As~:~-~e ~)~ .~c')c.~~+~IAI ~~=O<~cl~l~~))~~~~~ 5~;)f~~4ji ~F 
i~i~)')c.~~~*Hi~ ~v>1)~.･~+ ~*~e~~);~~ ~JF~e ~~)~~l(~~ec~t~ J~ ~ f~~~)~~~i~4i~~~~~~k} Lc~~ 
~ ~~5~i~~L}7l~¥･¥~ ~ ~ ~ ~~~=~~n~e ~~f~t~ ~3eJ;~~~~~8~~ff~a){~:~~e~f~~~>.f*-~~)~#~~tL;~. 
~~~~~~4j~~~~i*j~, ~f < ~･~~),fi~~~4'f~ Lcl~i~~A~E~..~ecbf..-.~r~=~~'~"*v>;~~~3*~~->*'･'･~~~F: L~~3 ~ , ~~~l~c~~v*~ 
~~dl}~;~~)~~~~,I~li~~);~~>~~,[~k~~);~~･I~, f='~~+~!~~~)~~~F~);~4HL~ ~ ~ tp L;~'7J+~~~~~~~t~E*~ U/t 
~#~~:~A~ ~ ~)/~~ ~/;~ ec)~~ < 2~;~f~tL, ~~~;~~~tL~v*f._-~)~i~f~~v*~*~~;~ ~tL;~. 
~ ~;~~~ ~ :/~fl~*a)~)~~;rfi~~~)~~t~~~)-O ~ U~ ~ ~ ~)ef;~~~ ~ ~)~c rJif~i:~~J a)7~~E~>~ 
. ~ tL}~A. I~!i~',~ec l~v> . cj~{<~~~* ~ a)t~~~~~i~~* ~~ f,_-T~fa)~~)II ~~~:~)~~)ll ~~i; ~; ~H,L･ec/~~~u ic'4'~'T ~);  > 
~~;tlrl L, i~~~~~+~'[~t~)~peCi~, ~~~~~:~)~~ ~t~~+ic~*F~)~~ Lc~:-'"=~~"~i"4~~' ~)~~T~~~ I~~~*1 ~]4~~ 
~~~) ~ ~ ;~~~~~~;~~ ~ ･jJ 7i~~ < t~~~+. f,_-. ~~+ L~a)~;~~ < ~~'4T~' ~t~~~ ~)f~~v,~~~*_ Lv>i~~~~~~) ･ f._-f..-~), 
rJiF~7~~J i~~O1) ~)~ ~ /~~~+~)~~*J~ ~ ~f~:< t~:b~Lf_.-. '~ Uc~~)~ ~ t~~i~~~~~~*~)~~p*F~ ~:~~;~~ < 
~~xef)~tLf,_- ~ ~ ~~~~~*FI ~c~ft~ )~~ ~);~)~~;~~"^'4~ ~~t, ~'~~~~)~~~*F~ ~)~~~n~~~:f~'*~L~;~~~~n~ ecf~i < 
L~~:~*~~~b ~t;~~;c)~~f~~:~)cv*. ~ ~~~;~ ~ ~ ~~~t~~~U~;tL;~. t~~cv>f_.-~ ~ ~ ;~~, 
rJl~~J i~~},[~kec ~ . c~~~~);~ ~ ~･, ~!~~>)h:~~;~~~~..---.~: ~}~~);~ ~ v> ~ v*v*)~~~Li~~Ul~~ lc ~;~Lc 
v>;~. L~･L-)~~, ~ ~ :/k~~*}~~~~~)j+*~~~~~*~;,1'~t~;-~~~c~)~tL~ ~l ~ ec~ .~t~~~it~~~t~~-~~ecb 
f_.-.~ ri~~'+4~J ~~~f~~)c~f..-~ ~v>;~, rJir~i~~'+J I~, ~~ ~~~~+~) ri~'+4~J ~~~)<';~A.f'~~' ~)~~~~ 
~ L~~~~^~t L;cv* ~ f*-v> ~~;~cv*;~. 
~46-
註1）李紹明［1988，pp52－58］，松岡正子［1988，pp2－7］に詳しい。
2）股壊卜辞には，「某…上従羊角，下従人」，『説文』巻四上釈売には「西戎牧羊人也」とある。
　「先」族は商と敵対し，捕虜となって祭祀の人身犠牲とされ，「先」の文字は売人，方国名，
　地名などを表す，とある（徐中舎予『甲骨文字典』四」l1辞書出版社，1988，pp415－417）。
3）羅・時編［1983，pp81－123］による。
4）銭安靖［1987］，超義［1988a，1988b］などがある。
5）徐平［1993，pp90－94］による。
6）先村は，成都から北へ127キロ，波川県の県城からは南へ19キロの位置にあり，成都と阿鰯
　を結ぶ成阿公路沿いにあって交通の便がよく，古くより漢族との接触が頻繁であった。人口
　146人のうち，8人がチベット族，2人が漢族（先族に婿入り）で，あとはすべてチャン族で
　ある。普段の言語はチャン語であるが，漢語を用いる機会が年々増えており，若者の中にはチャ
　ン語を話せない者も出てきた。葬儀の際にシピ（宗教職能者）が唱える経文は，すでに60歳以
　下の者には理解できないという（徐平［1993，ppユ1－17］）。
7）チャン語は南と北の方言に大別され，さらにそれぞれ5つの「土語」に分けられる。このう
　ち南部方言では「土語」の差が大きく，数村内でしか通じない場合もあり（孫宏開編『先語簡
　志』1981，pp1－3），漢語が共通語として使用されることもあるという。また北部方言を話す
　7万人のうち6万人は，1953年の国家による民族識別でチベット族に分類されている（松岡
　［1994，PP145－146］）。
8）蒲渓郷の村別の戸数と人口は，1991年度の統計によれば，蒲渓村が124戸・678人，休渓村が
　73戸・400人，杢薬村が36戸・207人，色爾村が56戸・346人，河鰯村が65戸・343人で，一戸当
　たりの家族員数は平均5．45人である。なお総人口358人中，チベット族が10人含まれる以外は
　すべてチャン族である。
9）邊政設訂委員会編［1940a，p27］に，「十秦は理県の県城の西，柁江の右岸に位置し，住民
　はいつも粗い毛で織った黒の長いベストを身につけている，黒水語に似た独自の言語をもって
　いるが，多くの者が漢語を理解する，早くから政府の直轄統治を受け，たびたび徴兵されてき
　た」とある。
10）冠仁義［1991，pp74－77］に詳しい。特に服飾においては，女性の頭に着ける布の巻き方や
　形が地域によって異なっているため，それによって一目で出身地を判別することができる。
11）祭山会は，かつては山の神を祀るチャン族の最大の祭りであり，蒲渓郷では毎年10月1日に
　山の神や秦神を迎えて収穫感謝を表した（松岡［1993，pp43－53］）。
12）5つの集落のうち小火地だけは高度が3000メートルを越えていたため近年まで食糧の十分な
　生産ができず，不足分を大蒲渓の親戚に頼って購入していた。
13）蒲渓村下秦の王水泉（50）は，1986年に河鰯村の王金山からサンショウの苗を700株買い入れ，
一47一
　3年目から収穫した。一株5分（現在は1元＝100分≒12円）の代金のうちの3分が国家の補
　助であった。しかし1992年までに450株が寒冷な気侯のために枯れて失われ，現在残っている
　のは150株余りで，収穫量は30斤（1斤は9．5元）にすぎない。下秦ではサンショウの1戸当た
　りの所有数は平均50株に満たない。
14）河覇村の部学良（52）は，妻と一男（既婚）二女の6人家族で，畑9畝，サンショウ400株（年
　間収入は4000元），リンゴ（1000斤），豚4頭，鶏30羽，馬2頭，黄牛5頭，山羊60匹を所有し，
　さらにトラック1台を購入して運送業で年間1万元以上を稼ぐ。河覇村で富裕になった家は平
　均して数百株のサンショウとリンゴを所有している。
15）理県龍渓郷龍渓秦の老シピ（宗教職能者）の余（1951年当時76歳）によれば，チャン族には
　元来「房名」があり，1955年の調査時にはまだ使用されていたという。また，同郷の回龍寺の
　鐘には毛耳己・余約己・突吾己などの名が刻まれ，龍渓秦の清朝乾隆35年（1770）の「火墳（火
　葬場）」の碑に一も毛耳志・何必志などの名があり，これらが「房名」だとされる（西南民族学
　院民族研究所編，1984a，pp121－122）。
16）冠仁義［199！，p77］による。
17）現在，韓Aは4世代にわたり，下秦の6戸と上秦の4戸からなり，韓Bは分家した4人の兄
　弟，韓Cは2人の兄弟の家族からなる。
18）伝承によれば，韓Aが「火墳」の場所を現在の村の入り口に決めた時には，ヤク（高度3000
　メートル以上の高地で飼われる長毛のウシの種，耐泰性にすぐれている）の首に刀で傷をつけ
　て放ち，走らせて倒れた地を選んだという。
19）中国の戸籍には，都市戸籍と農村戸籍の区別があり，子供の戸籍は母親のそれによって決定
　され，原則として変更することはできない。すなわち農民の子として生まれた者は一生農村戸
　籍のままであり，大学生か軍人になる以外には都市に定住することはできず，数年前までは都
　市への自由な旅行も許されなかった。この戸籍法は，都市と農村の貧富の差がはげしい中国に
　おいて，膨大な農民人口が無制限に都市へ流入することを防ぎ，農業の安定した生産を維持す
　るという役割を果たしていたが，現在では有名無実化しつつある。
20）理県（かつての理番県）は，西にギャロン・チベット族と接し，県内の北部には「黒水番」
　とよばれる極めて好戦的かつ独立的な集団をかかえ，清朝政府に対する少数民族の「反乱」の
　多い，治安の安定しない地域であった。そのため清・乾隆17年（1752）に「改土帰流（少数民
　族の首長を土司に任じて行う間接統治を廃レて政府の直轄とする）」が行われた後には，この地
　に5か所の駐屯地が設けられた。しかし［邊政設訂委員会編，1941a，p30］によれば，1935年
　に共産党軍が通過した（長征）時に県内の銃がほとんど持ち去られてしまい，、再び県内の「夷匪」
　があばれだしたと記されている。また住民の話では，1940年代にはいって蒲渓郷でもアヘン栽
　培が盛んになると，それを狙った賊が村を襲撃する事件が起こるようになったという。
21）河鰯村の韓村長（38）によれば，村の河覇秦はかつては冬の放牛場で僅か10数戸の家しかな．
　かったが，1983年に生産請負制が開始されてからは開墾や親戚を頼って移住してくる者が増え，
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　現在では33戸・180人に達したため，今後は無制限の移住は認められないという。
22）「シピ」は，かつては術によって人や家畜の病気を治療し，春の耕作開始時や秋の収穫後の
　村全体の祭牛会や祭山会，冠婚葬祭を取り仕切った。代々の「シピ」の家に生まれた王定相（66）
　は，18歳から7年間修行して，政治運動が激しくなる1955年までの約3年間に全村規模の大祭
　である「解玉」と「還願」を6回ずつ行った。また王久清（73）によれば，「シピ」の祖であ
　る「ドシェピ」は唐代に西天から経典を持ち帰り，当時180戸あった集落から18人の弟子をとっ
　た，以来弟子達は，正月初二に最年長の「シピ」の家に集まって祖を祀るようになったという。
23）「猪月票」は豚の乾燥肉。春節前に一ないしは数頭殺して室内や食糧室の天井に吊し，煙りで
　燥しながら乾燥させる。住民問の交際時の贈答品としてチンクー酒とともに欠かせないもので
　あり，毎年多数の豚を殺せる家ほζ金持ちであるとみなされている［松岡，1993，pp151－152］。
24）松岡［1990c，pp112一ユ22］参照。
25）徐平［1993，pp91－98］による。
26）徐平［1993，pp74－89］による。
27）蒲渓村下秦の楊家が1993年に分家した時，家族は両親，長男（44）とその妻と3女，次男（30）
　とその妻と1男1女，末弟（25）とその妻の13名であった。分家は末弟の結婚を機に準備され，
　財産は均等を原則に分けられた。まず12畝の畑を3分割して1戸当たり4畝とした。家屋は，
　これまでの家を次男が取り，藤城郷に一家で移住した父の弟の家を長男が譲り受け，末弟の分
　は新築した。新築費用の3600元は兄弟で数年かけて貯めた。このほかに全戸が「シミ（3本足
　の五徳）」と鉄鍋を用意した。家畜は耕牛1頭を共有し，長男が豚3頭と鶏3羽，次男が豚1
　頭を取った。両親の扶養は兄弟が4か月毎に交替で行うことになった。財産分割には「母舅（兄
　弟の母方の叔父）」がたちあい，クジを引いて決めた。
一28）西南民族学院民族研究所編［ユ984，pp125－133コによる。
29）松岡［1990b，p86］参照。
30）西南民族学院民族研究所編［1984，p67］による。
’31）松岡［1994，pp162一ユ63］に詳しい。
32）1950年代の資料によれば，理県各郷の一人当たりの耕地面積は，蒲渓が1．58畝に対して，藤
　城が4．20畝，通化が7．7畝，桃坪5．1畝，龍渓3．1畝であった［西南民族学院民族研究所編，1984，
　p70］。大蒲渓には「三月緊緊，四月半半，五月莫法」という言葉があり，一年のうち3か月
　は食糧が不足していた。
33）大蒲渓でアヘンの栽培が始まったのは1945年からであるが，すぐに全耕地の6割強で栽培さ
　れるようになった。また47年から49年にかけては年間100人を越える漢族がアヘンや漢方薬材
　を買いにやってきて，アヘン商人一家を含む5人の漢族が人民共和国成立前まで村にすみつい
　た。当時はアヘンユ両が120斤のトヴモロコシ（30斤のトウモロコシ＝塩1斤）と，アヘン15
　～20両が1丁の銃と交換された。
34）現在，蒲渓村下秦には，母の弟の娘と結婚した勇性（20歳代）と，父の妹の息子を婿に迎え
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　た女性（50歳代）の例がある。チャン族には「親上加親，雪上加凌」という言葉があり，姉妹
　の子供どうしの婚姻以外はすべて好ましく優先されると語られており，漢族の場合［費孝通，
　1986，p37］とは異なっている。また徐平［1993，p102］は先村の事例をあげて同様のこと
　を説明する。
35）横山［1987，p113］による。
36）西南民族学院民族研究所編［1984，p130－131］。典型的な例は黒水県二水の「頭人（首長）」
　蘇永和である。彼は周辺の2人の「頭人」である亡兄の妻麻窩太太及び龍覇太太の賛婿になっ
　て，両者の土地と人民，家畜などを手中にし，黒水で最強の頭人になった［邊政設訂委員会編，
　1944・，PP21－22］。
37）1983年11月，波」11県龍渓郷の余シピの口述した経文［四川省編輯組，1986，pp170－171］。
38）邊政設訂委員会編［1940b，p49］には，チャン族の婚姻には「嫁要」と「賛入」の2種類
　があり，男性側が富裕な場合は前者，女性側が富裕な場合は後者が多く，儀式は同様に行われ
　るとある。また徐平［1993，p100］では，妻方居住婚も夫方居住婚と同様に，女性側の父系
　血縁の規則によって婚儀が行われるとし，賛婿は尭村の「当兄弟分家」の言葉に従って，生家
　の財産の一部分を分与されて婚家に行くと記す。　　　　　　　　　　　．
39）北川県青片郷尚武村の肖昆富（70）の場合は，姉と妹が婿を迎えて家に残り，本人は12キロ
　離れた茶湾村の韓家に婿入りした。当地では賛婿は一般に十組の衣服と四組の布靴，銀製の一
　組の首飾りと耳飾りを準備した。肖は数両のアヘン（＝銀数十元）を義母に贈った。韓家はか
　なりの畑地を持っていたため，肖は2人の娘に婿を取り，長男も嫁を迎えて皆を分家させた。
　現在韓家にはなお20畝の畑と500株のサンショウがある。富裕な家では嫁や婿を同様に浬えて
　労働力を増やしていったという例といえる。
40）秦和平［1991，pp18－22］に詳しい。
41）西南民族学院民族研究所編［1984，pp130－131］による。
42）邊政設訂委員会編［1940c，pp24－25］では，当時松播・茂県・波川一帯に続々と入っていっ
　た漢族を①荷担ぎ人夫②木工・裁縫・鉄匠・皮なめし匠などの職人③雇われ農夫或いは漢方薬
　材取り④大商人の4種類にわけ，特に①②には内地の貧農や独り者が多く，長期問チャン族の
　家で雇われているうちに婿に入って「夷姓」に改め，また多くは後に「漢姓」に戻したと記す。
　さらにこのような「通婚変俗」によって「夷人改漢（少数民族が漢化すること）」の速度が早まっ
　たとする。なお「上門漢」には南の楽至・安岳・遂寧の出身者が多かったという［西南民族学
　院民族研究所編，1984，p131］。
43）韓廷川（78・蒲渓村下秦）は12歳で両親を亡くし，2回の「填房（寡婦の家への婿入り）」
　を経験した。1回目は21歳の時，同村大寒秦の祁濤生が1935年に紅軍に参加して戻らなかった
　ため祁家に「填房」し，祁双元が産まれた。祁家にはすでに2人の子がいた。40歳の時，妻が
　死亡したため，実子である祁双元を連れて祁家を出て出身地の下秦に戻り，実兄の死後，兄嫁
　と再婚した。2回目の「填房」でさらに一男一女を得た。この時の子供は韓姓である。
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44）西南民族学院民族研究所編［1984，pp131－133］による。
45）横山［1987，pp125－126］による。
46）四川省編輯組［1986，pp161－166］，羅・時編［1983，pp3－25］を参照。
47）横山［1987，pp122－124］によ、る。
48）横山［1987，p12］による。
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